豊田市中央図書館蔵安倍季良撰　『律呂（山鳥秘要抄）』翻刻校注（一） by 明木 茂夫
一はじめに
豊田市中央図書館のご厚意により、同館貴重本書庫所蔵の江戸期の雅楽関連書籍を調査する機会を得た。冊数にして二十一冊と多くはないもの

















































の御不審をひらかれ感じ思食 あまり布三端を彼僧都に施入セよとて賜ハりければ…（中略）…扨此事ハ妙音院殿の奥儀なれば能く秘義して子孫に口伝セよと仰ら たれば、かた〴〵此一巻 注して季資に附属するものなり。
とある。また跋（漢文）には、
右一巻依有恩命入覧殿下鷹司殿之処、可奉備仙洞叡覧之旨有台命。…（中略）…不省愚昧之管見，偏存奉公之微忠、謹写一巻奉献納仙洞。























































































































































































































































































































































































と記す。嘉永五年（一八五二）という成立年が何を示すかは同目録からははっきりしないが、国会図書館本の識語にある年代が嘉永元年（一八四八） であったことを考え合わせるに、これに近い嘉永五年に書写された抄本が山井家本の底本であったことが考えられる。さらに、右のデータベースには「明治写」との記述がある。山井景昭の生没 は明治二十七年（一八九四）～昭和二十年（一九四五）である。な ば、書写が仮に明治末年であったとしても、景昭はまだ十 歳である。嘉永五 の本 明治期に書写したのだとすれば、書写は景昭の上の世代 人だったのかも知れない。
ここで特に興味深いのは、同目録が「天保二・六・九光格上皇ノ叡覧ヲ蒙リシ由ノ天保七・五・五ノ奥書アリ」と述べていることである。ここ











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































これ以下の四つの注記は、 「右新律をもてこれをいふとき…」 に対する補足の説明である。右の注で触れたとおり、和琴は 「宮」






























































































































































































































































断両節間而吹 、以為黄 之宮、制十」二筩以聴鳳凰之鳴。其雄鳴為六、雌鳴亦六、以比黄鍾之宮而皆可 生之。是為律本、聖化之代、天地之気 合以生風、天地之風気正、十二律定。三○
礼義宗曰、十二律者謂陽管有六、陰
管有六、凡有十二、配之十二辰 故有十二律。子為黄鍾、丑為大呂、寅為太簇 卯為夾鍾、辰 姑洗 巳 中 午
賓、未為












箇大陰陽。黄鍾為陽、 呂為陰、太簇為陽、夾鍾為陰、每一 間一 、又是一箇小陰陽云。
季○
尚朝臣云、所謂小陰陽者、陰陽互相











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































右の「本朝にて呂音と云は」 「本朝にて律音と云は」 「半呂半分律」の注で触れた如く、本朝の「呂調」 「律調」 「半呂半律」










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































「半呂半律の調といふ事」で言及した「律調」 「羽調式」 「呂調」 「宮調式」 「律兼




















































































































































































































































「徴」 「羽」の名称のみ用い、他の二声は「嬰」を付して用いること、 「変徴」 「変宮」の名称は用いないことを言う。一方同じく実兼の言う「然者以当流之角称彼流之商塩梅、以当流之変徴称彼流之角、以当流之変宮称彼流之羽塩梅」とは、妙音院流に言う「角」は大原流の「商の塩梅即ち「嬰商」に、妙音院流に言う「変徴」は大原流の「角」に、妙音院流に言う「変宮」は大原流の「羽の塩梅」即ち「嬰羽」に、それぞれ相当することを言う。 　
これを要するに、両者の違いは中国の七声とは異なる「律調」の音程に対して新たな名称（ 「嬰商」 「嬰羽」 ）を与えるか（但し「角」は中国の



























































七声（宮調式）の「宮」 「角」 「変徴」 「変宮」の十二律呂上の配置「仮令太簇為宮者須
賓為角、夷則則為変徴、大呂為変宮也」…②、









































































 となる。七声の「変徴」と「変宮」は「徴」と「宮」に対してそれぞれ一律低いのだが、妙音院流ではさらに一律低い音に対して同じ「変徴」「変宮」の名称を宛てている。故に太字で示した如く、 「徴」と「宮」に対しては二律低いことになる。 　
また２
- ２
「本朝音曲楽曲のうへにて律音呂音と云事」の「本朝にて律音と云は」の注で触れたように、 「宮」 「商」 「徴」 「羽」の四つは三分損




妙音院流に言う「角」 「変宮」 「変徴」は、名称は同じでも七声の「宮調」の「角」 「変宮」 「変徴」より一律低い。
季良自身が「仁智要録三五要録皆此説をもて注し給へり と述べる如く、また右の『仁智要録』の注で見た如く、 『仁智要録』はこの「妙音院流」を用いている。他の箏や琵琶の古譜も同様に「妙音院流」を用いたものが多いが、そのことをわきまえないと調の理解を誤る可能性がある。江戸時代には妙音院流の呼び名は実際上用いられていない。季良は、同時代の人々がこれを理解しないままに他人を難ずることを戒めているである。
【参考文献】『日本音楽大事典』平野健次、上参郷祐康、蒲生郷昭監修（平凡社一九八九）『音律事
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